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呼吸仕事量モニター

者呼吸仕事量 (WOBp)は，吸気時に

P mus (呼吸筋圧)のする仕事量である。

WOBp=PmusxV(吸気量)

= J P musdV 

人工呼愚中の娘気力掌の釜本関係式

Pappl + P皿us = PEEPi + Pres + Pel 

= PEEPi + Rrs xフロー +E四 Xボリューム

胸館内圧からWOBpを求める.

|P皿us= (ー旬。+Ecwxボリューム|

c.血pbellダイアゲラム (p.v平面)上

WOB p= Pmusの匝む面積

=pplの圃む面積
+胸郭コンブライアンス直線のつ〈る三角形の面積
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呼吸仕事量モニターのパラメータ

単位

Work per li阻 Jι
腕の嫌気力学的異常をよく反映する

正常値

0.5 

Work Rate (Work per皿mu回) JI皿皿 4.0 
分時鎮気畳に依存する

Pre回 ure.Tim. Product cmH2U・ d皿in 150 
有効な換気を伴わない呼頓努力も含む

Pressure. Ti皿eIndex 無次元 0.03 
筋蜜労の指標とのアナロジーがとれる

呼吸仕事量測定の臨床的意義

-ベンチレ-9の比破 、
・換気モードの比般 j臨床研究的意穫は確立
・治憲効果の判定 J 

-換気象件の決定?

・ウィーニンゲ?

・気管内チュープの抜管?

ウィーニンゲの指標としてのWOBp
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呼吸仕事量モニターの問題点と限界

- 侵担的
・ モニヲーによる自動計算はアーチフアウトや鼠差を生じやすい
・正常値(闇値)が不明

・臨床的解領以上に得る情報が少ない?

P musの臨床的意義

• A患者呼吸仕事量のモニター
• Patient -Ventilator Asynchronyの検出

・Distending Pressureの評価




